
【惇】中国では「敦」を使い、五経文字に「敦同」とある。
【惧】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。「懼」は
異体字。夏目漱石は「危惧」と書き、太宰治は「危懼」と書
いている。中国の簡体字は「惧」、繁体字は「懼」。

悼

惇
敦

悲

悶

惑

惧
懼

トウ
いたむ

トン
ジュン
あつい

トン
あつい

ヒ
かなしい
かなしむ

モン
もだえる

ワク
まどう

グ

ク

常①

人①

人①

教 3常①

①

常①

常②

②

悼

惧

敦

惑

闷

悲

懼

敦

悲

懼

悶

元暦萬葉④

元暦萬葉

粘葉本朗詠

雲紙本朗詠

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

元暦萬葉④

花園天皇 誠太子書

節用

消息案文

護身往来

節用

節用

節用

節用

心 8

心 8

攴 8

心 8

心８

心 8

心 18

古文

こころ

こころ

こころ

こころ

坊っちやん

坊っちやん

教科書

陸軍

陸軍

中・台・香

中国・台湾

香港

中国

中国

台湾・香港

台湾・香港

中・台・香

中国

台湾

香港

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・心部

説文・心部

説文・攴部

説文・心部

説文・心部

説文・心武

説文・心部

説文古文

敦煌漢簡

婁寿碑

馬王堆

馬王堆

馬王堆

郭有道碑

郭有道碑

曹全碑

武氏祠画像題字

馬王堆

銀雀山竹簡

武氏祠画像題字

智永千字文

十七帖

王献之

王羲之

智永千字文

澄清堂帖

蘭亭序

蘭亭序

鄭羲下碑

魏霊蔵造像

王誦妻元貴妃墓誌

鄭羲下碑

魏霊蔵造像

李超墓誌

元懐墓誌

孟法師碑

皇甫誕碑

雁塔聖教序

破邪論所

昭仁寺碑

五経・心部

五経・攴部

九経字様

五経・序

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

杜家立成

王勃詩序

聾瞽指歸

王勃詩序

聖武天皇雑集

聾瞽指歸
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【心】悼
8
惇

8
悲

8
悶

8
惑

8
惧

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



愛

意
意

感

愚

慌
慌

慈
慈

アイ

イ

カン

グ
おろか

コウ
あわてる
あわただし
い

ジ
いつくしむ

教 4常①

教 3常①

教 3常①

常①

常①

常①

爱

意

慌

愛

愚

感

慌

愛

慌

意

愚

感

慈

慈

雲紙本朗詠

関戸本朗詠

元暦萬葉⑥

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

宇比山踏

大和俗訓

雲紙本朗詠

粘葉本朗詠

節用

節用

節用

我津衛

節用

開花一寸用文

雲紙本朗詠

粘葉本朗詠

節用

六喩衍義大意

心 9

心 4

心 9

心 9

古文

心 9

心 10

心 10

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

○

○

中国

台湾

香港

中国・台湾

香港

中国・香港

台湾

中国・香港

台湾

中国 台湾

香港

香港

中国・台湾

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・夂部

説文・心部

説文古文

説文・心部

説文・心部

説文・心部

説文不録

説文・心部

銀雀山竹簡

馬王堆

銀雀山竹簡

馬王堆

敦煌漢簡

銀雀山竹簡

居延漢簡

居延漢簡

西狭頌

鮮于璜碑

乙瑛碑

礼器碑

曹全碑

張遷碑

曹全碑

乙瑛碑

西狭頌

北海相景君碑

後漢・張芝

十七帖

十七帖

淳化閣帖

七月帖

喪乱帖

智永千字文

集字聖教序

集字聖教序

蘭亭序

集字聖教序

集字聖教序

元羽墓誌

寇憑墓誌

敬史君碑

張猛龍碑

元思墓誌

孫遼浮図銘記

比丘道匠造像

破邪論序

道因法師碑

道因法師碑

九成宮

雁塔聖教序

泉男生墓誌

温彦博碑

雁塔聖教序

五経・説文

五経・経典

五経・序

九経・序

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【心】愛
9
意

9
感

9
愚

9
慌

9
慈

9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【惰】説文解字では「憜」の或体。「墮」「堕」を異体字とする
字典もある。
【愈】JIS2004改正前は「愈」。「愉」と「愈」は異体字ではな
いようだ。

愁

想

惰
憜

愉
愉

愈
愈

慨
慨

シュウ
うれえる　
うれい

ソウ
ソ
おもう

ダ

ユ

ユ
まさる
いよいよ
いえる
いやす

ガイ

常①

教 3常①

常①

常①

①

JIS1990

常①

愁

惰

愈

想

愉

慨慨

愁

惰

愈

愈

愉

慨

粘葉本朗詠

慈慧遺告

粘葉本朗詠

女今川宝島台

節用

節用

護身往来

農家用文章大全

心 9

心 9

心 9

心 12

心 9

心 9

心 11

こころ

坊っちやん

こころ

こころ

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

陸軍

陸軍・本字

○

×

中国・香港

台湾

中・台・香

中国・香港

台湾

中国・香港

台湾

中国

台湾

香港

台湾中国

香港

春秋・魯伯愈父匜

郭店楚簡

説文・心部

説文・心部

説文・心部

説文・或体

説文・古文

説文・心部

説文不録

説文・心部

馬王堆

武威医簡

武威医簡

石門頌

郙閣頌

居延漢簡

十七帖

十七帖

十七帖

集字聖教序

蘭亭序

弔比干墓文

元詮墓誌

弔比干墓文

美人董氏墓誌

圭峰禅師碑

九成宮

雁塔聖教序

五経・心部

五経・心部

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

杜家立成
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【心】愁
9
想

9
惰

9
愉

9
愈

9
慨
10

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【慄】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。

慎
愼

態

慕

慄
慰

慣
慶

シン
つつしむ　

タイ

ボ
したう

リツ

イ
なぐさめる
なぐさむ

カン
なれる
ならす

ケイ

常①

人②

教 5常①

常①

常②

常①

教 5常①

常①

態

惯

慄

慕

慕

慶

庆

慎

態

慣

态

慰

慄

慶

慎
花園天皇・誡太子書

藤原行成・本能寺切

元暦萬葉⑲

元暦萬葉⑰

小野道風

粘葉本朗詠

消息往来

女用文章

庭訓往来

節用

立身寅之巻

節用

開花一寸用文

瓦版（九）

護身往来

心 10

古文

古文

心 10

心 11

古文

心 10

心 11

心 11

心 11

心 11

古文

古文

こころ

こころ

坊っちやん

こころ

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

漢字要覧 ×

干禄・俗

中国・台湾

香港

中国 台湾

香港

台湾

中国・香港

中国・香港 台湾

中・台・香

中国 台湾・香港

台湾

中国

香港

春秋・邾公華鐘

史墻盤

西周・金文

春秋・金文

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文・心部

説文古文

説文・心部

説文或体

説文・心部

説文不録

説文・心部

説文不録

説文・心部

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

敦煌漢簡

桐柏廟碑

趙寛碑

武氏祠画像題字

夏承碑

孔宙碑

西狭頌

曹全碑

熹平石経

唐・書譜

唐・書譜

智永千字文

十七帖

十七帖

十七帖

淳化閣帖

王献之

興福寺断碑

集字聖教序

淳化閣帖

顕祖嬪侯骨氏墓誌

穆玉容墓誌

高貞碑

元欽墓誌

孫秋生造像

鄭羲下碑

蘇孝慈墓誌

泉男生墓誌

温彦博碑

温彦博碑

九成宮

五経・心・説文

五経・心・経典

干禄字書

五経・心部

五経・心部

聾瞽指歸

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

伝空海・新撰類林抄

聾瞽指歸
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【心】慎
10
態
10
慕
10
慄
10
慰
11
慣
11
慶
11

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【憂】郭店楚簡、説文解字、康煕字典に「夂」のない異体字が
ある。草書の字体はなぜこうなるのだろうか。

慧
慧

憎
憎

慢
慢

憂

慾

慮

ケイ
エ

ゾウ
にくむ
にくい
にくらしい
にくしみ

マン

ユウ
うれえる
うれい
うい

ヨク

リョ

人①

常①

人

常①

常①

①

常①

慧

慢

慾

慧

憂

忧

慮

慧

慢

虑

憎

憎

慾

憂

慮

小野道風
智証大師諡号勅書

小野道風
常楽里閑居詩

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

大江朝綱・紀家集

元暦萬葉②

節用

絵本甲越軍記

節用

庭訓往来

節用

護身往来

家道訓

家道訓

心 11

心 12

心 11

心 11

心 8

心 9

心 11

心 11

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

×

中国 台湾

香港

香港

中国・台湾

中国・香港

台湾

中国

台湾

香港

中国・香港

台湾

中国

台湾

香港

毛公鼎

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

説文・心部

説文・心部

説文・心部

説文・心部

説文・夂部

説文不録

説文・思部

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

小子残碑

史晨前碑

曹全碑

集字聖教序

淳化閣帖

妹至帖

十七帖

澄清堂帖

王献之

孔侍中帖

王献之・地黄湯帖

集字聖教序

敬史君碑

房山雲居寺石経

高広墓誌

穆亮墓誌

雁塔聖教序

道因法師碑

圭峰禅師碑

房山雲居寺石経

九成宮

龍蔵寺碑

九成宮

等慈寺碑

九経・心・説文

九経・心・隷省

五経・夂・説文

五経・夂・石経

五経・序

聾瞽指歸

空海・灌頂記

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

330 331

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【心】慧
11
憎
11
漫
11
憂
11
慾
11
慮
11

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


